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2019年：広島学院生
2020年：近大附属生



興味があれば研究室ホームページをの
ぞいてください。
検索サイトで「浮穴研究室」と入れれば、

上位に出ます。



食欲やストレス応答に関係する新規脳内分子の探索と機能解析
ー本能行動の分子基盤の解明を目指してー

広島大学 総合科学部・自然探究領域・生命科学授業科目群
大学院統合生命科学研究科

教授・Distinguished Professor (DP) 浮穴 和義

助教 福村 圭介

うけな

• 脳科学（本能行動）を分子レベルで解明
• 実験室と動物実験室を案内します



内容

• 動物の本能・食欲についての説明

• 我々が見つけた新しい脳内因子の成果

• 研究室の実験設備等の紹介（ラボツアー）



動物の本能（三大欲求）

• 食欲・睡眠欲・性欲（食う・寝る・遊ぶ）

• この三者の脳内メカニズムは非常に似ている。

• いずれも脳の間脳にある視床下部領域が中枢と
なっている。



食欲



我々の体の中には食欲や体重を
コントロールしている遺伝子がある

脂肪組織

レプチンシグナルが欠損すると、
過食や肥満を生じる

（Nature 1994）
ジャクソン研究所より



肥満

高脂血症、高血圧
糖尿病、心筋梗塞、
脳梗塞、がん、うつ病

個人への影響

医療費の増大
労働力の低下

社会への影響

過食 運動不足 遺伝的要因

肥満問題の解決には、過食等を引き起こす食欲調節メカニズムの
解明が必要

肥満やダイエットは、社会的な問題・関心事である

ダイエット



脳内には、まだ知られていない
食欲調節因子が存在しているのでは？

それを見つけられたら億万長者？



境信重「脱メタボ脳にヒント」
『中国新聞』
2013年6月19日



脂肪組織での交
感神経活動低下、
エネルギー消費・
熱産生の低下

肝臓への脂肪蓄積

C C NH2

NPGL

食欲・エネルギー代謝調節に関わる新規脳因子の発見

視床下部
特異的に
産出

80アミノ酸残基からなる
小タンパク質

白色脂肪細胞
の肥大化・脂肪
蓄積

骨・骨格筋の減少

過食・肥満

摂食リズムの
変化

エサ

詳細は「浮穴研究室HP」へ



鈴中直美「食欲を抑える物質発見」
『中国新聞』、2018年1月16日



現在のメンバー
（本年度）
助教
福村圭介

ポスドク
岩越・浮穴栄子

研究員
古満芽久美

大学院生
成松勇樹（M2）
門田惇希（M2）
森脇翔悟（M1）
内藤万菜（M1）

学部生
三村朱花（B4）

過去のメンバー
ポスドク

谷内秀輔
前嶋翔

研究補助員
大山晴香
田中幸恵

大学院生
鹿野健史朗
益田恵子
近藤邦裕
別所裕紀
松浦大智
加藤正暉
越智祐太
齋藤鷹也
大口悦宏
佐藤瑠奈
佐藤真実

学部生
山崎玲子
山本拓宜
後藤春菜

研究室メンバー

研究費
生研センター
科研費（若手A, 基盤B, 
新学術・公募, 国際科研）

Lance Kriegsfeld（UC Berkeley）
George Bentley（UC Berkeley）
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